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新年を迎えて 

令和６年、2024 年という新しい年を迎えました。今年は元日から石川県能登地方を震

源とする地震が発生しました。奈良県でもかなりの揺れがあり、気持ちが落ち着かなく

なりました。現地では津波や火災が重なり、大変な被害が出ています。被災地の復旧や

復興を心からお祈りするとともに、いつ、どのような災害が起きるのか、そのために私

たちには何ができるのか、改めて考えています。 

 

「夢」や「目標」を持って 

 新たな年の始まりに、目標を立てましたか。夢を考

えましたか。 

「１年の計は元旦にあり」ということわざがあるよ

うに、新年に目標を立てたり、夢を持ったりすること

が、その年を充実させるためにも大切です。自分の

「夢」や「目標」をしっかりと持ち、それを達成する

ために地道な努力や活動を継続しましょう。 

日本では１年間に何度か節目を迎えます。例えば、新年の初めの元日や自分の誕生日、

学期の始まる日などです。１年のスタートを節目にして、新しい自分を創り出すチャンス

にしましょう。また、自分をより良く変化させるチャンスでもあります。皆さんのさらな

る成長に期待します。 

「リバースメンタリング forスクール」 ３年生 

昨年の 12月６日(水)、３年生でキャリア教育を行い

ました。他の人へのアドバイスを通して、自分自身の背

中を押すプロジェクトでした。人に対しては強気なアドバ

イスや本質的な意見を言えると思います。 

今回は６人の社会人や大学生のゲストが生徒の皆さ

んに悩みを相談しました。生徒たちがアドバイスや意見

を伝えるうちに、自分自身の進路や人生に対しての不安

や悩みとリンクし、人に向けたポジティブなアドバイスが

自分自身に対するアドバイスとして戻ってくることを目

的としました。 

６グループに分かれて、真剣で熱いやり取りが行われました。自らが発した言葉やアドバイス

が、進路決定に向けて、自分自身の背中を押すことにつながれば良いですね。 



今 年 は 辰 年 ・・・ 

今年は辰年です。辰に手へんをつければ「振」となりま

す。振動の「振」です。龍は、天に駆け昇る時、身震いしなが

ら上空を目指します。その振動で、古いものや悪いもの、い

らないものなどがすべて振るい落とされます。 

さらに今年は甲辰（きのえ たつ）と言います。甲（きのえ）

とは、植物がもれなくすべて成長することです。 

龍が天に昇る振動で振るい落とされますので、辰には「整

う」という意味もあります。古いものがふるいにかけられる

ことによって、どんな植物にももれなくすべてに光が注がれます。 

そんな激しくも、力強い１年です。急激な成長と変化に、龍がその力を与えてくれます。変わろ

うとするものは風と勢いに乗り、過去にしがみつこうとするものは吹き飛ばされてしまいます。 

それなら、今年を飛躍の年と決めて、何かにチャレンジし、変化を求める年にしましょう。 

 

「花いっぱい運動」花植え作業 

昨年の１２月１３日(水)放課後、１、２年生の美化営

繕委員が中庭の花壇にチューリップの球根を植えて

くれました。 昨年の春も、中庭の花壇には色とりどり

のチューリップがたくさん咲き誇っていました。入学式

では、それをバックにしてクラス写真を撮影しました。 

美化営繕委員は年間を通して、学校を花でいっぱ

いにしてくれています。地域ボランティアの皆様と協

力して活動することも多いです。おかげで、みんなの

心が潤います。本当にありがとうございます。 

今から春が楽しみです。 

 

＜食育＞ ＜大根収穫＞ ２年生 

 １２月１4日(木)、家庭科の授業で、栄養教諭の三木先

生と給食センターの調理員さんに「食育」の出前授業を

していただきました。食中毒の予防や給食調理で注意し

ているポイントなどを、パワーポイントを使ってわかり

やすく説明してくださいました。「食の大切さ」につい

て学習しました。 

 同じ日に、技術の授業で育てた大根の収穫に畑へ行き

ました。生徒たちの想像以上にすくすくと育っていて、

あまりの大きさに驚いていました。畑のそばには柿の木

もあり、大根の収穫後は皆で柿採りを楽しみました。 

 生徒たちは大根２本と柿を袋に入れて、嬉しそうに家

に持ち帰りました。 

 生駒市内で、畑で大根を栽培している中学校は珍しい

と思います。素敵な体験でした。 


